



















































































































神経[UJ路網のシステムを模した並列分散処盟 CParallel Distributed 

































研究の成果であった。例えば， Saxe (1989) は，学校教育をほとんど受けな
いまま，路上で物売りをしているブラジルの子供たちが，紙幣やコインの具
体的な特徴や関係を利用して，彼らなりのやり方で非常に正確で効率的な計
























正統的周辺参加 CLegitimate Peripheral Participation，略して L P P) 
という概念、は，学問主体の行為の変化(熟速化)，実践についての理解の変
化，学習主体の自己認識の変化を，社会的実践の構造との関係から包指的iこ











共i同司件体;の i中いで向一人前とされるアイテデ、ンテイテイ (熟練練4のアイデデ、ンテイテイh, 











るJ という CI 己認識が含まれる。そして， H本語教育とは，
そうした熟練のアイデンティティを形成するような，守:静のためのリソース
が巧みに構造化された「学びの経験J を編成することである，と見るのであ
る。そのi擦に，実際の活動の 11:1 で， や あるいは「親方J ま
12 






































































































(2) このような認知心型.11学の研究成5誌は波多野編 (1983) に約められている。
(3) Bourdieu (J977) の社会実践J'!H論を継添するところから ， ilと統的周辺参加論では
しばしば i 社会的jlffl.:却という音楽が使われる。
(4) 1 熟練のアイデンテイチイ j とは，行為の熟;迷，災践についての限解，自
3 殺を含む，き芝~する会人的な状態をおす峻念:である。
(5) 伊:IJえば，余地(1991)，徳ヂ1: (1 997) など。
(めそうした主考え方に滋づく数符実践として， ï矧了J (998) は， 自己表現中心の入門
日本総数7守の実践とその版取を報告している0，問教育実践で、は，学潔"éY- (及び教
師)がニ谷磁のトピックについて自分自身のことを「総る j ことにより， 1-教窓コミュ
ニティ」が形成されることが活動の主姿な問的とされた。そして， そうした波動
を過してコミュニティを形成しつつ，学営者はその特質を知り， またその反射と
して車rr しい f~1 凸認識を得，併せて日本溺コミュニケーション能力と '-EI 本絡が話
せる(院本訴JHおおの)わたしj という 1=1 日認識が形成主れることが滋限さ
れfこ。
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